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【付記】本稿はJonathan D. Moreno, Sam Berger, “Biotechnology and the New  Right: 
Neoconservatism's Red Menace.” The American Journal of Bioethics. Volume 7, Issue 
10, 2007:7-13の全文訳である。著者の所属先として記載されている米国進歩センター
（Center for American Progress）は、ワシントンDCに本部を置く民主党系のシンクタン
クである。共著者のうちモレノ氏は米国ペンシルベニア大学教授（医療倫理学・科学史お
よび科学社会学）であり、邦訳されたMind Wars: Brain Research And National Defense
（『マインド・ウォーズ 操作される脳』久保田競監訳、西尾香苗訳）を含め多数の著書
がある。バーガー氏は米国進歩センターに研究員として所属した後、イェール大学ロース
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